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平
成
三
十
年
五
月
二
十
六
日

（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
、
九

段
一
号
館
中
洲
記
念
講
堂
に
お

い
て
、
平
成
三
十
年
度
二
松
學

舍
大
学
父
母
会
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
二
松
學
舍

大
学
国
際
政
治
経
済
学
部
准
教

授
小
久
保
欣
哉
先
生
に
よ
る

「
な
ぜ
、
い
ま
経
営
学
な
の
か

～
都
心
で
学
ぶ
経
営
実
務
～
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
二
時
四
十
分
、
加
藤
典

子
氏
の
司
会
に
よ
り
総
会
が
開

会
さ
れ
、南
條
麻
里
父
母
会
長
、

菅
原
淳
子
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
し
た
後
、
中
澤
稔
議
長
に

よ
り
議
事
に
入
っ
た
。

　

第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
九
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て
は
、
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

第
二
号
議
案
の
平
成
三
十
年
度
役
員
選

出
は
、
会
長
に
宮
脇
正
裕
氏
、
続
い
て
会

計
監
査
に
白
根
真
弓
氏
と
田
中
清
美
氏
が

決
定
し
た
。

　

第
三
号
議
案
の
平
成
三
十
年
度
事
業
計

画
並
び
に
予
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
平
成
二
十
九
年
度
で
役

員
を
退
任
し
た
南
條
麻
里
氏
、
酒
井
継
美

氏
、
結
城
文
子
氏
、
久
田
恵
美
氏
の
四
名

に
菅
原
学
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
総
会
終
了
し
た
。

　

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
、
会
場
を
九
段

一
号
館
十
三
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
移
動
し
、

父
母
と
教
職
員
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
三
十
年
度

定
期
総
会
開
催 平成５年５月10日創刊
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二
松
學
舍
大
学
父
母
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
父
母
会
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
三
十
年
五
月
の
定
期
総

会
に
お
い
て
、
①
平
成
二
十
九
年
度
の

事
業
報
告
並
び
決
算
、
②
平
成
三
十
年

度
役
員
、
③
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

並
び
に
予
算
、
以
上
三
件
に
つ
い
て
承

認
を
頂
き
三
十
年
度
父
母
会
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

父
母
会
は
、
今
年
で
二
十
五
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
『
学
生
の
為
に
』
を
基
本
理
念
と

し
て
、『
学
校
と
の
連
携
』
及
び
『
会

員
相
互
の
親
睦
』
を
重
視
し
て
本
会
を

運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
ま
す
。
①
父
母
と
学
校
と
の

連
携
強
化
の
た
め
『
地
区
別
父
母
懇
談

会
』
を
八
か
所
で
行
い
ま
す
。
お
子
様

の
就
学
状
況
や
就
職
活
動
な
ど
色
々
な

知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
②
学
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
一

助
と
し
て
『
成
長
支
援
型
奨
学
金
』
を

行
い
ま
す
。
将
来
役
立
つ
資
格
の
取
得

や
、
就
職
活
動
の
結
果
に
応
じ
て
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
お
子

様
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
③
三
月
十
四
日

に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
開
催
す

る
『
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
』
④
食
生

活
が
乱
れ
が
ち
な
学
生
生
活
の
改
善
の

一
助
と
し
て
学
食
の
朝
食
を
一
〇
〇
円

で
と
れ
る
『
一
〇
〇
円
朝
食
』
⑤
学
園

祭
で
の
無
料
休
憩
場
所
の
提
供
（
父
母

会
喫
茶
室
）
⑥
い
ろ
ん
な
分
野
で
頑
張

っ
た
学
生
の
顕
彰
等
の
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
総
会
資
料
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
と
、

子
供
た
ち
の
成
長
を
祈
念
し
て
年
度
当

初
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
❀
新
役
員
紹
介 

❖ 

❖ 

❖ 

役
員
に
就
任
し
て

❖
田
　
中
　
み
　
か

本
年
度
か
ら
、
父
母
会
役
員
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
二
松
學
舍
大
学
の
父
母
会
役
員

と
し
て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
で

す
。微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
担
う
学
生
の
皆
さ
ん
や
、
そ
の
学
生
を

ご
指
導
く
だ
さ
る
大
学
を
応
援
す
る
父
母
会

活
動
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❖ 

安
　
井
　
勝
　
代

本
年
度
、
父
母
会
役
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
の
総
会
に
て
、
大
学
に
も
こ
ん
な
熱

心
な
父
母
会
活
動
が
あ
る
事
を
初
め
て
存
じ

上
げ
た
次
第
で
す
。
今
回
ご
縁
に
恵
ま
れ
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
光
栄
で

す
。二

松
學
舍
大
学
の
諸
先
輩
方
の
薫
陶
を
受

け
て
親
子
共
々
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
足
手
ま
と
い
に
な
ら

な
い
様
に
気
を
ひ
き
し
め
て
努
め
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

❖ 

千
　
澤
　
美
千
代

「
学
校
と
の
関
わ
り
も
こ
れ
で
終
了
！
」

と
思
っ
た
高
校
の
謝
恩
会
か
ら
数
ヶ
月
。
こ

こ
か
ら
新
た
な
四
年
間
が
始
ま
る
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
の
父
母
会
と
い
う
も
の
は
、
全
く
の

未
経
験
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
て
の
学
生

が
、
安
心
し
て
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
何
か
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
お
り
ま
す
。
先

輩
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
精
一

杯
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

❖ 

渡
　
邊
　
幹
　
雄

四
月
に
息
子
が
入
学
し
、
伝
統
あ
る
本
学

と
の
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。
先
の
定
期
総
会

で
初
め
て
九
段
の
校
舎
に
お
伺
い
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
が
、
上
層
階
か
ら
見
え
る
都
心

独
特
の
景
観
に
改
め
て
こ
の
場
所
で
学
生
生

活
を
送
る
こ
と
へ
の
羨
ま
し
さ
、
ま
た
貴
重

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
度
会
長
様
始
め
役
員
の
皆
様
に
お
誘

い
を
頂
き
父
母
会
役
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

❖ 

細
　
谷
　
文
　
雄

本
年
度
、
父
母
会
役
員
を
務
め
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
細
谷
文
雄
で
す
。

当
初
は
少
し
抵
抗
が
有
り
ま
し
た
が
、
学

校
と
子
供
た
ち
の
話
題
を
共
有
し
て
い
く
な

か
で
、
微
力
な
が
ら
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
松
學
舍
大
学
と
い
う
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
学
舎
で
子
供
た
ち
が
楽
し
く
充
実
し
た
学

生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
陰
な
が
ら
お
手
伝

い
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
深
い
ご

理
解
、
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

❀
父
母
会
活
動

　「
平
成
三
十
年
度
父
母
会
ス
タ
ー
ト
‼
」

父
母
会
会
長　

宮
脇
正
裕
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ご あ い さ つ

「アクションプラン29」

◎

理事長　水戸英則

日本から
飛び出してみよう

◎

学　長　菅原淳子

本
学
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｎ
２
０
２
０
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｎ
」
の
実
行
計
画
で
あ
る
「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」（
以
下
Ａ
Ｐ
）
の
実
行
状
況
は
、

「
Ａ
Ｐ
年
次
報
告
書
」（
平
成
29
年
度
）
に
取

り
纏
め
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て

お
り
ま
す
。

29
年
度
Ａ
Ｐ
で
は
教
育
改
革
の
一
環
と

し
て
、
近
年
の
環
境
変
化
に
対
応
し
た
学
部

学
科
の
改
組
を
行
い
、
29
年
４
月
か
ら
文
学

部
の
新
学
科
「
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
」

が
、
本
年
４
月
か
ら
国
際
政
治
経
済
学
部
の

新
学
科
「
国
際
政
治
経
営
学
科
」
が
、
そ
れ

ぞ
れ
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

両
学
部
の
入
学
定
員
を
そ
れ
ぞ
れ
40
名
増
員

し
、
計
80
名
の
入
学
定
員
増
員
（
６
０
０
→

６
８
０
名
）
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
環
境
充
実
の
た
め
、
九
段
４

号
館
近
隣
の
「
九
段
光
ビ
ル
」
を
取
得
、
テ

創
立
一
四
〇
周
年
を
機
に
文
学
部
に
都

市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
国
際
政
治
経
済

学
部
に
は
国
際
経
営
学
科
が
新
た
に
開
設

さ
れ
、
こ
の
４
月
に
は
７
８
３
名
の
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。
学
び
の
領
域
が
広
が

り
学
生
の
雰
囲
気
に
も
少
し
変
化
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
新
学
科
に
は
海
外
で
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
授
業
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
本
学
の
海
外
語
学
研

修
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。本

学
で
提
供
し
て
い
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
夏
休
み
や
春
休
み
な
ど
長
期
休
業

期
間
中
に
実
施
し
て
い
る
３
週
間
の
短
期

海
外
語
学
研
修
と
１
年
間
の
交
換
（
派

遣
）
留
学
の
２
種
類
で
す
。
い
ず
れ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
修
得
し
た
単
位
は
卒
業
に
必

要
な
単
位
と
し
て
計
上
で
き
ま
す
。
短
期

ナ
ン
ト
の
入
居
し
て
い
な
い
フ
ロ
ア
を
教
室

や
研
究
室
へ
改
修
し
、
本
年
４
月
か
ら
「
九

段
５
号
館
」
と
し
て
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
活
用

し
、
漱
石
ゆ
か
り
の
地
や
柏
市
に
て
地
域
貢

献
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
り
、
大
学
の
志
願
者

数
は
前
年
度
比
約
２
割
増
加
、
既
往
ピ
ー
ク

に
次
ぐ
数
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
か
ら
５
年
連
続
で
文
部
科
学
省
の
「
私

立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
、
タ
イ
プ

１
＝
教
育
の
質
転
換
型
」
に
採
択
さ
れ
た

他
、「
タ
イ
プ
２
＝
地
域
連
携
型
」
に
も
初

め
て
採
択
さ
れ
、
補
助
金
の
加
算
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
学
は
昨
年
の
創
立
一
四
〇
周

年
記
念
式
典
に
て
新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｎ

２
０
３
０
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

海
外
語
学
研
修
先
は
北
京
大
学
（
中
国
）、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ホ
マ
ー
ト
ン
カ
レ
ッ

ジ
（
イ
ギ
リ
ス
）、
ダ
ブ
リ
ン
シ
テ
ィ
大

学
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）、
高
麗
大
学
（
韓

国
）
で
す
が
、
北
京
大
学
の
み
本
学
学
生

用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

語
学
研
修
の
ほ
か
、
現
地
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
が
準
備
さ
れ
て
お

り
、「
生
き
た
語
学
を
学
び
た
い
」「
異
文

化
に
触
れ
て
み
た
い
」
と
い
う
学
生
に
大

変
好
評
で
す
。

一
方
の
交
換
（
派
遣
）
留
学
は
派
遣
要

件
や
選
考
が
あ
り
ま
す
が
、
派
遣
留
学
生

に
は
奨
学
金
が
給
付
さ
れ
、
留
学
期
間
の

本
学
へ
の
施
設
費
は
全
額
免
除
さ
れ
ま

す
。
留
学
中
の
１
年
間
は
本
学
の
修
業
年

限
に
算
入
さ
れ
る
た
め
、
休
学
せ
ず
に
留

学
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
留
学
先
と
し

本
プ
ラ
ン
で
は
育
成
す
る
人
材
像
を
、
旧
プ

ラ
ン
を
踏
襲
し
つ
つ
２
０
３
０
年
の
社
会
環

境
を
意
識
し
て
再
定
義
し
、
学
力
の
３
要
素

で
あ
る
『
知
識
・
ス
キ
ル
・
人
格
』
を
三
位

一
体
と
し
た
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
教

育
体
制
、
即
ち
「
２
０
３
０
年
型
教
育
体
制

の
構
築
」
と
、「
二
松
學
舍
大
学
を
更
に
優

れ
た
大
学
へ
の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
」
を
目
標

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
遂
行
に
当
た

っ
て
は
目
標
校
を
数
校
設
定
し
て
、
目
標
校

の
学
生
応
募
倍
率
や
就
職
率
等
各
指
標
と
本

学
の
同
指
標
と
の
差
を
可
視
化
し
、
そ
の
差

が
生
じ
て
い
る
課
題
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
解

決
・
実
現
す
る
こ
と
で
、
目
標
校
に
到
達
し

よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

で
す
。
皆
様
方
に
は
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

て
は
北
京
大
学
、
中
国
文
化
大
学
（
台

湾
）、
成
均
館
大
学
（
韓
国
）、
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
ほ
か
、
今
年

度
中
に
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大

学
と
協
定
締
結
の
予
定
で
す
。
１
年
間
の

留
学
の
間
に
は
語
学
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

語
学
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
正
規
の
授
業

も
履
修
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

留
学
を
経
験
し
た
学
生
か
ら
は
、「
世
界

を
知
り
、
自
分
を
知
る
体
験
を
し
た
こ
と

で
、
価
値
観
も
変
化
し
た
だ
け
で
な
く
、

自
分
に
自
信
が
つ
い
た
」
と
い
う
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
い
る
今
日
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

学
生
に
日
本
か
ら
海
外
へ
飛
び
出
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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日　時：平成30年５月26日（土）13：35～17：40

場　所：九段校舎　中洲記念講堂

講　演：「なぜ、いま経営学なのか　

～都心で学ぶ経営実務の必要性～」　

　　　　二松學舍大学国際政治経済学部准教授

　小久保欣哉先生

出席者：本年度会員数　　2,963名

　　　　委任状　　　　　1,015名

　　　　出席者　　　　　　 54名　　合計　1,069名

大学側：菅原学長、髙野副学長、磯副学長、

　　　　瀧田学務局長、小西教学事務部副部長、

　　　　馬淵学生支援課長、竹内学生支援課員

１．開会の辞� 司会　加藤典子氏

　司会者より「本日総会時の会員数は、2,963名であ

り、父母会会則第９条により委任状を含めて592名

の出席が必要です。本日の出席者は54名。委任状は

1,015名。合計1,069名です。よって本日の総会は成

立する。」との説明があった。

　続いて、南條麻里父母会長、菅原淳子学長からそれ

ぞれ挨拶があった。

２．議長指名

　司会者より「総会の議長は父母会運営細則により会

長または会長の指名するものとなっており、会長より

中澤稔さんが指名されているので、中澤議長のもとで

議事を進行させたい」との説明があり、中澤氏が席に

ついた。

３．書記・議事録署名人指名

　中澤議長が書記及び議事録署名人として次の各氏を

指名した。

　書　　　　記　　　安達香里氏

　議事録署名人　　　鈴木千晶氏、小柴有佳氏

４．議　　事

◇第Ⅰ号議案〈平成29年度事業報告並びに決算〉

　南條会長より、議案書に基づき概要説明があり、

続いて久田会計監査より監査報告があった。審議の

結果、原案のとおり承認された。

◇第Ⅱ号議案〈平成30年度役員選出〉

　中澤議長から、会則第６条・９条及び父母会運営

細則第３条に基づき、総会において役員（会長・会

計監査）を選出することとなっているとの説明があ

り、その選出方法について諮られた。

　選出方法が議長に一任されたのを受け、中澤議長

から前回同様、大学側に候補者の推薦を依頼したい

との提案があり、承認された。依頼をうけた大学側

（瀧田学務局長）より次の各氏が推薦された。

　会　　長　　宮脇正裕氏

　会計監査　　白根真弓氏、田中清美氏

　中澤議長が大学側から推薦された各氏について諮

ったところ異議なく承認された。

　続いて宮脇新会長より就任の挨拶があった。

◇第Ⅲ議案〈平成30年度事業計画並びに予算〉

　宮脇新会長より、議案書に基づき概要説明があっ

た。審議の結果、原案のとおり承認された。

　議事終了後、下記の退任役員へ菅原学長より感謝

状と記念品が贈呈された。

　南條麻里氏、酒井継美氏、結城文子氏、

　久田恵美氏

５．閉会の辞� 司会　加藤典子氏

◇懇親会

　九段校舎13階ラウンジに移動し、懇親会が開催

された。

　17時40分、盛会のうちに終了した。

　　　　平成30年５月26日

議　　　　長　　　中澤　　稔　　　㊞

議事録署名人　　　鈴木　千晶　　　㊞

議事録署名人　　　小柴　有佳　　　㊞

書　　　　記　　　安達　香里　　　㊞

平成30年度　二松學舍大学 父母会定期総会議事録
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大学に入学して
桜
花
爛
漫
の
四
月
の
入
学
式
か
ら
は
や
四
カ
月
。
七
八
三
名
を
数
え
た
新
入

生
も
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生
活
に
も
慣
れ
、
よ
う
や
く
大
学
生
ら
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
高
校
時
代
と
は
異
な
り
、
自
分
の
裁
量
・
責
任
で
、
判
断
・
選

択
し
、
作
り
上
げ
て
い
く
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
た
に
出
会
う
様
々
な

経
験
を
得
た
学
友
が
二
松
學
舍
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
大
学
生
活
に
対
す
る
抱
負
・
意
気
込
み
を
各
学
科
の
新
入
生
に

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
校
二
年
の
冬
。
私
は
冬
休
み
の
宿
題

で
、
夏
目
漱
石
作
「
こ
こ
ろ
」
を
読
ん

だ
。
そ
の
前
の
年
に
三
島
由
紀
夫
の
「
金

閣
寺
」
を
読
ん
で
い
た
が
、
ま
だ
思
考
が

幼
か
っ
た
か
ら
か
い
い
印
象
を
持
た
な
か

っ
た
。
し
か
し
、「
こ
こ
ろ
」
を
読
み
、

近
代
作
家
の
書
く
作
品
に
興
味
を
持
っ

た
。
当
時
、
私
は
本
を
読
ま
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
読
む
の
は
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
か
漫
画
ば
か
り
で
、
現
代
文

学
作
品
に
も
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
私
が
近
代
文
学
に
興
味
を
持
っ
た
の

だ
。
今
思
う
と
、
こ
れ
が
二
松
學
舍
大
学

を
志
望
す
る
に
至
っ
た
最
初
の
き
っ
か
け

か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
ち
、
結
局
ま
だ

近
代
文
学
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
高
校
三

年
の
時
。
あ
ま
り
勉
強
が
得
意
な
わ
け
で

は
な
か
っ
た
た
め
、
志
望
校
に
入
れ
る
か

ど
う
か
、
本
当
に
そ
こ
で
い
い
の
か
悩
ん

で
い
た
こ
ろ
、
授
業
中
、
国
語
の
先
生
が

「
国
語
の
勉
強
を
し
た
い
な
ら
、
二
松
學

舍
大
学
に
行
く
の
も
い
い
。」

と
、
言
っ
た
。
私
は
近
代
文
学
を
学
び
た

か
っ
た
。
昔
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
源
氏
物

語
も
学
ん
で
み
た
か
っ
た
。
私
は
こ
の
言

葉
を
聞
き
、
二
松
學
舍
大
学
を
目
指
す
こ

と
を
決
め
た
。

合
格
し
て
入
学
し
て
み
る
と
、
授
業
は

想
像
通
り
だ
っ
た
。
日
本
文
学
研
究
入
門

で
は
、
研
究
方
法
を
教
わ
り
な
が
ら
、
先

生
が
授
業
中
に
挙
げ
た
作
品
を
一
通
り
読

ん
で
み
た
。
日
本
文
学
全
史
で
は
、
大
ま

か
で
は
あ
る
も
の
の
、
古
事
記
、
日
本
書

紀
な
ど
の
上
代
の
文
学
、
源
氏
物
語
、
枕

草
子
な
ど
の
平
安
文
学
な
ど
、
様
々
な
こ

と
が
学
べ
て
と
て
も
充
実
し
て
い
る
。

ま
た
、
私
は
昔
か
ら
伝
統
芸
能
に
も
興

味
が
あ
り
、
狂
言
研
究
会
に
所
属
し
て
い

る
。
大
藏
吉
次
郎
先
生
に
本
物
の
狂
言
を

指
導
し
て
い
た
だ
け
る
、
非
常
に
や
り
が

い
の
あ
る
と
て
も
面
白
い
サ
ー
ク
ル
で
あ

る
。
狂
言
は
古
く
か
ら
あ
る
も
の
だ
が
、

そ
の
内
容
は
現
代
に
も
当
て
は
ま
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
自
分
の
範
囲
で
演
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
私
は
そ
こ
が
魅
力
的
だ
と
思

っ
た
。

都
会
の
真
ん
中
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、

緑
が
近
く
に
あ
り
心
安
ら
ぐ
環
境
で
自
分

の
し
た
い
勉
強
が
で
き
て
い
る
今
、
と
て

も
幸
せ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は

自
分
に
対
し
て
、
も
っ
と
厳
し
く
な
り
、

今
の
幸
せ
な
環
境
を
も
っ
と
存
分
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

国
　
文
　
学
　
科中ノ

瀬
　
彩
　
佳
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と
、
様
々
な
知
識
を
加
味
し
た
う
え
で

「
書
」
に
触
れ
る
こ
と
で
、「
書
」
の
楽
し

さ
を
再
確
認
で
き
た
気
が
し
て
、

「
あ
ぁ
、
こ
の
気
持
ち
を
生
徒
に
伝
え
て

い
け
た
ら
」
と
日
々
感
じ
て
い
る
。

こ
の
居
心
地
の
良
い
新
鮮
な
環
境
の
中

で
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
と

て
も
幸
せ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
同
じ
目

標
を
持
つ
仲
間
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
、
助

け
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

け
て
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
。

四
月
の
入
学
式
か
ら
大
学
生
活
が
始
ま

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
七
月
に
な
っ
た
。

高
校
生
の
時
よ
り
二
倍
も
時
間
が
か
か
る

通
学
や
朝
の
満
員
電
車
、
夕
方
の
帰
宅
ラ

ッ
シ
ュ
に
も
ど
う
に
か
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
既
に

大
学
で
の
生
活
に
慣
れ
た
と
言
う
人
が
半

数
以
上
を
占
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
私
は
ま
だ
自
分
も
そ
う
だ

と
言
う
こ
と
が
出
来
な
い
。

私
は
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
が
好
き
で
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
勉
強

を
し
た
い
と
思
い
、
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン

学
科
に
入
学
し
た
。
始
め
は
地
元
か
ら
離

れ
た
見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
学
生
生
活
に
不

安
を
感
じ
て
い
た
が
、
校
友
関
係
が
広
が

る
に
連
れ
、
不
安
よ
り
も
自
分
が
井
の
中

の
蛙
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
驚
き
の
方

が
大
き
く
な
っ
た
。
友
人
達
と
の
趣
味
に

つ
い
て
の
雑
談
、
授
業
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
の
話
し
合
い
、
様
々
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
新
し
い
視
点
を
教
え
ら
れ
、
そ
の
度
に

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
視
野
が
狭
か
っ
た
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
文
化

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
先
輩
方
が
企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、

二
松
學
舍
大
学
に
入
学
を
決
め
、
一
人

暮
ら
し
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
で
仕
方

が
な
か
っ
た
あ
の
頃
か
ら
早
四
か
月
。
入

学
当
初
は
第
一
志
望
の
大
学
へ
の
心
残
り

が
少
し
あ
っ
た
が
、
一
人
暮
ら
し
に
も
少

し
慣
れ
て
き
た
今
で
は
二
松
學
舍
大
学
に

入
学
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。私

は
将
来
、
中
等
教
育
の
書
道
の
教
員

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
授
業
を
通

じ
て
、
書
道
の
先
生
方
か
ら
ご
指
導
い

た
だ
く
中
で
、「
書
」
を
極
め
る
た
め
に

は
、
た
だ
字
が
う
ま
く
書
け
れ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
て
い
る
。

大
学
の
授
業
で
は
、
一
年
次
に
は
専
攻

分
け
が
な
い
た
め
、
様
々
な
興
味
・
関
心

を
持
つ
仲
間
た
ち
と
同
じ
授
業
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
私
自
身
が
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
興
味
の
な
か
っ
た
分
野
で
も
、
楽

し
そ
う
に
話
す
友
人
の
姿
を
見
る
中
で
思

わ
ず
調
べ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

例
え
ば
、
中
国
学
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
中
国
王
朝
の
歴
史
、
そ
の
中

で
「
書
」
が
生
ま
れ
た
年
代
や
歴
史
的
背

景
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
り
、
漢
文
訓

読
法
で
漢
文
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
り

そ
ち
ら
で
も
新
鮮
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
私
が
「
大
学
生
活
に
慣
れ
た
」
と

言
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う

に
周
囲
に
新
し
い
刺
激
が
満
ち
て
い
る
か

ら
だ
。

そ
し
て
、
授
業
に
も
刺
激
が
あ
る
。
最

初
こ
そ
高
校
ま
で
の
授
業
と
違
う
た
め
、

か
な
り
戸
惑
っ
た
。
し
か
し
、
先
生
方
は

個
性
が
強
い
人
も
多
い
代
わ
り
、
ど
の
授

業
で
も
興
味
深
く
面
白
い
話
が
聞
け
る
。

ま
た
、
あ
る
授
業
で
は
毎
回
講
義
を
す
る

先
生
が
替
わ
る
た
め
、
普
段
は
他
の
学
科

を
担
当
し
て
い
て
接
点
が
あ
ま
り
無
い
先

生
の
講
義
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る
。
レ
ポ

ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
に
は
ま
だ
苦
手
意
識
が

あ
る
が
、
逃
げ
ず
に
様
々
な
も
の
を
吸
収

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

多
く
の
刺
激
に
満
ち
て
い
る
こ
の
環
境

は
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
だ
。
私
は
こ
の

環
境
に
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
得
た
気
づ

き
を
無
駄
に
し
た
く
は
な
い
。
大
学
四
年

間
で
の
経
験
を
自
分
の
血
肉
に
か
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
努
力
を
怠
ら
ず
勉
強
を
続
け

て
い
き
た
い
。

大学に入学して

都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科

荒
　
井
　
彩
　
花

中
　
国
　
文
　
学
　
科

柴
　
田
　
ひ
よ
り
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二
松
學
舍
大
学
に
入
学
し
て
四
か
月
が

た
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
四
か
月
間
の
大
学

生
活
で
感
じ
た
こ
と
は
、
自
主
性
の
大
切

さ
で
あ
る
。
大
学
生
活
は
中
学
や
高
校
と

違
い
自
由
な
時
間
が
多
い
。
こ
れ
は
、
一

見
す
る
と
楽
な
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か

し
、
自
由
で
あ
る
分
、
時
間
を
工
夫
し
て

つ
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
そ

ん
な
大
学
生
活
と
自
主
性
に
は
ど
ん
な
関

連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
自
主

性
の
な
い
大
学
生
活
は
無
駄
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
周
り
と
同
じ
よ
う
な
四
年
間

を
過
ご
し
て
い
て
も
、
社
会
に
で
た
時
に

何
の
役
に
も
た
た
な
い
。
さ
ら
に
、
四
年

間
も
自
由
に
使
う
時
間
が
あ
る
の
な
ら
、

や
り
た
い
こ
と
や
将
来
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
行
っ
た
ほ
う
が
、
充
実
す
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
の
授
業
は
先

生
が
一
方
的
に
進
め
て
い
く
形
式
が
大
半

で
あ
り
、
授
業
だ
け
で
全
て
の
内
容
を
理

解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
授

業
前
か
ら
自
主
的
に
学
習
を
し
た
り
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
質
問
に
い

く
な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
に
大
学
生
活
に
は
、
今
ま
で
の
生
活

に
は
な
か
っ
た
自
主
性
と
い
う
も
の
が
求

め
ら
れ
る
。

私
は
将
来
や
り
た
い
こ
と
や
就
き
た
い

職
業
が
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
高
校
時
代
、

周
り
が
進
路
に
つ
い
て
話
し
始
め
て
き
た

時
期
、
特
に
何
を
考
え
る
わ
け
で
も
な
く

大
学
進
学
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
長
い
受

験
期
を
経
て
、
先
輩
や
知
り
合
い
か
ら
の

勧
め
も
あ
り
、
二
松
學
舍
大
学
に
入
学
し

た
。
自
転
車
で
十
五
分
程
度
の
高
校
に
通

っ
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
二
松
學
舍
大
学

は
電
車
で
片
道
約
一
時
間
三
十
分
の
距
離

が
あ
る
の
で
ち
ゃ
ん
と
通
え
る
か
ど
う
か

正
直
不
安
だ
っ
た
。
し
か
し
、
入
学
か
ら

約
三
か
月
が
経
ち
、
東
京
の
騒
が
し
い
環

境
や
満
員
電
車
に
も
慣
れ
、
皆
勤
と
は
い

か
な
い
ま
で
も
、
し
っ
か
り
と
通
う
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
や
部
活
に
は

所
属
し
て
い
な
い
が
、
学
校
に
行
け
ば
ゼ

ミ
で
仲
良
く
な
っ
た
友
人
や
地
元
が
一
緒

の
友
人
、
共
通
の
趣
味
を
持
っ
た
友
人
が

い
る
の
で
自
分
に
と
っ
て
は
充
実
し
た
大

学
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

今
ま
で
、
ぼ
ん
や
り
と
理
想
の
人
生
を

考
え
て
き
た
が
、
そ
の
通
り
に
進
め
て
い

る
と
思
え
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
そ

れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
誰
も
が

理
想
の
人
生
を
歩
め
る
わ
け
が
な
い
。
大

学
生
活
は
そ
れ
を
す
こ
し
で
も
理
想
に
近

入
学
直
後
は
、
大
学
に
慣
れ
る
こ
と
に

精
一
杯
で
考
え
な
か
っ
た
が
、
生
活
し
て

い
る
う
ち
に
、考
え
始
め
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
海
外
留
学
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ

れ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、

大
学
で
出
会
っ
た
人
々
で
あ
る
。
大
学
に

は
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、
住
ん
で
い
る

場
所
や
暮
ら
し
も
様
々
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
人
々
と
会
話
を
す
る
中
で
、
自
分
の

見
て
き
た
世
界
の
狭
さ
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
。
海
外
留
学
を
す
れ
ば
、
今
ま

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
世
界
や

様
々
な
出
会
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。
時
間
に

余
裕
が
あ
り
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、ぜ
ひ
海
外
に
行
っ
て
様
々

な
経
験
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
た
、

国
際
経
営
学
科
に
入
学
し
た
の
だ
か
ら
こ

そ
、
英
語
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
び
た
い

と
思
い
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

私
は
こ
の
大
学
生
活
の
四
年
間
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し
、
就
職

活
動
を
す
る
と
き
に
、
自
分
が
本
当
に
や

り
た
い
仕
事
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
時
間
を
有
効
に
使
い
、

自
主
性
を
も
っ
て
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
、
自
分
を

最
も
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
う
。

づ
け
る
た
め
の
四
年
間
だ
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
通
し
て
専
門

的
な
知
識
を
身
に
付
け
、
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
身
に
付
け
る
。
自
分
の
場
合
は
、

目
標
が
な
け
れ
ば
や
る
べ
き
こ
と
も
定
ま

ら
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
や
り
た

い
こ
と
を
み
つ
け
た
い
。

大
学
は
高
校
の
と
き
と
違
っ
て
、
自
分

一
人
で
や
な
ら
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
の

方
が
多
い
。
周
り
に
頼
る
こ
と
も
大
切
だ

が
、
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
よ
う
な
人

間
に
は
な
り
た
く
な
い
。
こ
の
先
も
理
想

の
人
生
と
は
違
う
こ
と
が
多
く
あ
る
だ
ろ

う
が
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
こ
の
大
学
四
年
間
を
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

大学に入学して

国
際
経
営
学
科飯

　
野
　
　
　
豪

国
際
政
治
経
済
学
科

畠
　
山
　
和
　
樹
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友
人
た
ち
と
過
ご
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
に
励
ん
だ
り
、
図
書
館
で
課
題
に
取
り

組
ん
だ
り
と
思
い
出
の
多
い
大
学
生
活
で

す
が
、
特
に
印
象
深
い
の
は
、
長
期
休
暇

ご
と
に
出
か
け
た
一
人
旅
で
す
。
旅
先
で

の
経
験
は
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。札

幌
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
私

は
、
生
活
の
た
め
の
バ
イ
ト
代
か
ら
毎
月

少
し
ず
つ
お
金
を
貯
め
、
長
期
休
暇
の
旅

費
に
し
ま
し
た
。
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
、
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
や
青
春
十
八
き

っ
ぷ
、
周
遊
券
な
ど
を
使
っ
て
国
内
を
ま

わ
っ
て
い
る
と
、
鈍
行
列
車
で
隣
に
座
っ

た
地
元
の
お
ば
さ
ん
が
蜜
柑
を
分
け
て
く

れ
た
り
、
雨
の
中
、
川
音
が
ご
う
ご
う
と

響
く
坂
道
を
ト
ボ
ト
ボ
歩
く
私
を
心
配
し

た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
無
料
で
乗
せ
て

く
れ
た
り
と
、
人
の
温
か
さ
に
ふ
れ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
宿
泊
先
の
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
、
同

室
の
他
大
生
た
ち
と
旅

の
情
報
を
交
換
し
合
う

時
間
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

旅
の
思
い
出
で
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の

は
、
同
室
に
な
っ
た
年
配
の
女
性
の
こ
と

で
す
。
私
が
国
文
学
科
で
近
代
文
学
を
専

攻
し
て
い
る
と
知
る
と
、
女
性
は
戦
争
中

に
学
徒
出
陣
し
た
お
兄
さ
ん
の
こ
と
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
出
発
の
前
日
、
お
兄

さ
ん
は
北
原
白
秋
の
詩
の
一
節
「
薔
薇

ノ
木
ニ
薔
薇
ノ
花
サ
ク
。
ナ
ニ
ゴ
ト
ノ

不
思
議
ナ
ケ
レ
ド
。」
を
口
に
し
て
「
ど

う
い
う
意
味
か
分
か
る

か
い
？
」
と
尋
ね
た
の

だ
そ
う
で
す
。「
わ
た

し
、
わ
か
ら
な
い
わ
」

と
い
う
と
「
僕
も
分
か

ら
な
い
ん
だ
よ
」
と
。
戻
れ
な
い
こ
と
を

覚
悟
し
て
い
た
兄
が
な
ぜ
あ
の
時
あ
の
詩

を
口
に
し
た
の
か
、
今
で
も
考
え
る
の
だ

と
女
性
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
詩
は
次

の
よ
う
に
続
き
ま
す
。

薔
薇
ノ
花
。

ナ
ニ
ゴ
ト
ノ
不
思
議
ナ
ケ
レ
ド
。

照
リ
極
マ
レ
バ
木
ヨ
リ
コ
ボ
ル
ル
。

光
リ
コ
ボ
ル
ル
。　
（「
薔
薇
二
曲
」） 

そ
の
お
兄
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
で
白
秋

の
詩
に
ふ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

同
室
に
な
っ
た
あ
の
女
性
は
ど
ん
な
思
い

で
私
に
話
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
人
の
文
学
研
究
者
と
し
て
忘
れ
て
は
い

け
な
い
問
い
を
、
学
生
時
代
に
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

幼
少
の
頃
か
ら
本
や
漫
画
を
読
む
こ
と

と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
し

た
。確

か
中
学
生
の
頃
だ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
柴
門
ふ
み
著
『
あ
す
な
ろ
白
書
』
と

い
う
漫
画
を
読
み
ま
し
た
。
主
人
公
が
友

人
達
と
の
交
流
や
社
会
で
生
き
る
苦
悩
、

葛
藤
を
経
て
人
間
と
し
て
の
成
長
を
遂
げ

て
い
く
、
と
い
う
物
語
で
す
。
主
人
公
の

男
子
高
校
生
が
大
学
受

験
、
大
学
卒
業
後
に
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業

で
の
就
業
を
経
て
、
北

海
道
で
大
学
教
員
に
な

る
と
い
う
内
容
で
す
。
当
時
私
は
、
こ
の

漫
画
の
影
響
を
受
け
て
、
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
大
学
教
員
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
学
、
大
学
院
で
は
経
済
学
を
専
攻
し

ま
し
た
。
世
の
中
の
動
き
を
把
握
す
る
力

を
養
い
た
い
と
考
え
た
た
め
で
す
。
マ
ク

ロ
経
済
学
や
計
量
経
済
学
と
い
う
学
問
領

域
に
関
心
を
持
ち
、
特
に
ケ
イ
ン
ズ
と
い

う
英
国
の
経
済
学
者
の
理
論
に
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。
大
学
院
時
代
に
春
休
み
を
利
用

し
て
ケ
イ
ン
ズ
発
祥
の

地
で
あ
る
英
国
に
短
期

留
学
を
し
ま
し
た
。
留

学
先
で
は
続
け
て
き
た

サ
ッ
カ
ー
の
経
験
も
役

に
立
ち
ま
し
た
。
放
課
後
、
公
園
に
ジ
ャ

ー
ジ
姿
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
練

習
に
行
く
と
、
見
ず
知
ら
ず
の
誰
か
か
れ

か
が
話
し
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
一
緒
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う
と
誘
っ
て
く
れ
た
の

で
す
。
流
石
サ
ッ
カ
ー
発
祥
の
地
だ
な
ぁ

と
感
じ
ま
し
た
。

二
回
目
の
学
生
時
代
を
迎
え
た
の
は
社

会
人
三
年
目
の
時
で
し
た
。
当
時
、
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
営

理
論
の
知
識
が
充
分
で
は
な
く
、
改
め
て

学
ぶ
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。
昼
は
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
夜
は
社
会
人
大
学
院
生

と
し
て
の
生
活
を
送
り
、
二
つ
目
の
修
士

号
を
経
営
学
で
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後

数
年
間
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

経
営
理
論
を
実
践
す
る
こ
と
に
没
頭
し
ま

し
た
。

三
回
目
の
学
生
時
代
も
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
兼
、
社
会
人
大
学
院
生
と
し
て
迎

え
ま
し
た
。
経
営
実
務
の
経
験
を
理
論
と

し
て
体
系
化
し
た
い
と
考
え
て
、
経
営
学

で
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
私
の
人
生
は
学
び
の
連
続

で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が

多
く
、
日
々
新
し
い
こ
と
を
学
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 私の
学生時代

国際政治経済学部
准教授

小久保　欣哉
文学部　准教授

中谷　いずみ
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四
年
次
生
で
進
路
未
定
で
あ
れ
ば
来
室

を
促
し
て
く
だ
さ
い
！

四
年
次
生
か
ら
就
職
内
定
の
報
告
が

次
々
と
入
っ
て
お
り
ま
す
。
進
路
決
定
し

た
学
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

進
路
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る
よ
う
、
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
学
生
の
進
路
状
況
は
文
部

科
学
省
に
報
告
す
る
義
務
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

進
路
が
未
定
の
場
合
は
、
や
は
り
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
室
を
促
し
て
く
だ

さ
い
。
今
も
企
業
か
ら
の
求
人
が
続
々
と

届
い
て
お
り
ま
す
。
連
日
、
企
業
の
採
用

担
当
者
の
来
客
が
途
絶
え
ま
せ
ん
。
二
松

學
舍
大
学
の
学
生
を
採
用
し
た
い
と
い
う

企
業
は
多
数
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
卒
業

生
が
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
企
業
な
ど
で
、

先
輩
が
活
躍
し
て
お
り
ぜ
ひ
そ
の
後
輩
を

採
用
し
た
い
、
二
松
學
舍
大
学
の
卒
業
生

を
評
価
し
て
い
る
企
業
で
す
。
卒
業
生
が

在
籍
し
て
い
な
い
企
業
で
も
、
求
人
内
容

は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
精
査
し
、
そ
の

上
で
学
生
に
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
大
学

に
来
て
い
る
求
人
を
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
の
採
用
活
動
は
、

求
人
数
が
充
足
す
れ
ば
終

了
し
ま
す
。
良
い
条
件
の

求
人
は
応
募
者
が
集
ま

り
、
早
い
段
階
で
充
足
し

ま
す
。
つ
ま
り
は
学
生
側

と
し
て
は
、
早
い
行
動
が

大
事
な
の
で
す
。
企
業
就

職
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
早
い
ア

ク
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
少

し
で
も
早
い
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●�

三
年
次
生
は
秋
に
個
人
面
談
で
す
！

二
松
學
舍
大
学
で
は
、
学
生
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
の
進
路
実
現
に
向
け
て
、
個
別
の

フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か

け
と
な
る
の
が
、
三
年
次
生
の
『
全
員

個
人
面
談
』
で
す
。
全
学
生
を
個
別
で
面

談
し
、
考
え
て
い
る
進
路
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、
そ
の
後
の
支
援
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
面
談
は
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い

て
『
民
間
企
業
』『
公
務
員
』『
教
員
』
だ

け
で
な
く
『
進
学
』
希
望
な
ど
も
含
め
て

三
年
次
生
の
希
望
を
登
録
す
る
重
要
な
面

談
と
な
り
ま
す
。

進
路
希
望
が
固
ま
っ
て
な
か
っ
た
場
合

に
、
し
っ
か
り
考
え
て
行
動
し
始
め
る
き

っ
か
け
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
で
進
路
に
つ
い

て
話
し
始
め
る
機
会
に
も

な
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
父
母
の
皆
さ
ま
か

ら
も
個
人
面
談
を

受
け
た
か
の
確
認

や
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
利
用
を

促
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま

す
。個

人
面
談
は
秋

セ
メ
ス
タ
ー
の
九
月
か
ら
十
一
月

で
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け

て
『
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ガ
イ
ダ

ン
ス
』
も
実
施
予
定
で
す
。
い
よ

い
よ
本
番
。
し
っ
か
り
準
備
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

●�

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
始
め
ま
す
！

低
学
年
か
ら
参
加
で
き
る
キ
ャ

リ
ア
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、『
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
を
秋
セ
メ
ス

タ
ー
か
ら
始
め
ま
す
。
楽
し
く
参
加
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
学
生
の
キ

ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
プ

ロ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
招

い
て
、
物
事
を
深
く
考
え
た
り
、
自
己
プ

レ
ゼ
ン
し
た
り
、
対
話
を
し
た
り
、
他
者

と
協
働
し
た
り
し
ま
す
。
学
部
学
年
問
わ

ず
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
子
女
に

お
勧
め
く
だ
さ
い
。
毎
月
、
曜
日
と
週
を

決
め
て
『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
イ
』
と
し

て
設
定
し
、
楽
し
く
実
践
し
て
い
き
ま

す
。

キ ャ リ ア
セ ン タ ー
だ  よ  り �

学生相談

中洲記念講堂でのガイダンス
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今
年
度
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
、
学
生
は
自
分
の
出
欠
情
報
を
ラ

イ
ブ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
上
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
系
大
学
で

学
生
生
活
を
過
ご
し
た
親
御
さ
ん
は
、

ご
自
身
の
学
生
時
代
を
振
り
返
り
、
時

代
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
出
席
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
昨
今
、
学
生
に
と
っ
て
授
業
の
意

義
は
、
い
ち
だ
ん
と
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

授
業
に
出
席
す
る
こ

と
は
学
生
の
権
利
で

す
。
ぜ
ひ
と
も
、
学
ぶ

こ
と
の
純
粋
な
喜
び
に

触
れ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

社
会
で
役
立
つ
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
達
成

感
、
友
人
に
会
う
社
交

の
楽
し
み
、
学
生
の
本

分
を
果
た
し
て
い
る
満

足
感
、
そ
し
て
社
会
の

な
か
で
の
自
分
の
所
属
を
確
認
す
る

安
心
感
。
授
業
の
出
席
に
よ
っ
て
得
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
学
生
相
談
室
で
も
、
授
業

の
出
席
は
よ
く
話
題
に
上
り
ま
す
が
、

そ
の
多
く
は
「
出
席
で
き
な
い
」
話
で

す
。
か
つ
て
何
も
考
え
ず
に
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
て
い
た
授
業
へ
の
出
席
が
、
自

然
な
ペ
ー
ス
で
回
ら
ず
に
、
一
回
一
回

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー

ド
ル
の
よ
う
に
感
じ
る
話
。
ア
ル
バ
イ

ト
は
難
な
く
こ
な
す
も
の
の
、
授
業
と

な
る
と
な
か
な
か
出
席
で
き
な
い
話
。

出
席
す
る
こ
と
に
意
味
が
感
じ
ら
れ

な
い
話
。
出
席
で
き
な
さ
の
体
験
は
千

差
万
別
で
す
が
、
授
業
の
こ
と
を
強
く

意
識
し
て
、
出
席
で
き
な
い
こ
と
に

苦
し
ん
で
し
ま
い
ま
す
。「
授
業
に
出

席
し
な
い
」
と
い
う
経

験
は
、
簡
単
に
「
さ
ぼ

り
」
の
一
言
で
す
ま
さ

れ
る
ほ
ど
単
純
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

人
は
、
自
分
に
い
ら
だ

ち
な
が
ら
も
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
行
き
詰
り

の
な
か
で
苦
し
ん
で
い

る
の
で
は
、
と
想
像
し

ま
す
。
授
業
に
出
席
す

る
だ
け
が
大
学
生
活
で

は
な
い
、
と
多
く
の
人

が
お
お
ら
か
に
受
け
止

め
て
い
た
時
代
な
ら
、
こ
の
つ
ら
さ
も

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
人
生
の
危
機
に
あ
た

り
、
周
囲
が
で
き
る
こ
と
は
本
当
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
せ
め
て
、
真
剣
に
生

き
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
努
力
の
密

や
か
な
目
撃
証
人
か
つ
伴
走
者
に
な

り
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
試
行
錯
誤

を
続
け
て
い
ま
す
。

学 生 相 談 室
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新
入
生
歓
迎
式
典
�

平
成
三
十
年
学
生
会
執
行
委
員
会
会
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
、
文
学
部
国
文
学
科

の
宮
下
凌
輔
で
す
。
ま
ず
は
新
入
生
の
皆

さ
ま
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
も
う
新
入
生
の
皆
さ
ま
は
、
大
学
生

活
に
は
慣
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
大
学

生
と
い
う
こ
と
で
今
ま
で
の
環
境
と
大
き

く
違
う
新
し
い
環
境
へ
と
踏
み
出
し
、
心

配
な
こ
と
や
大
変
な
こ
と
、
緊
張
す
る
こ

と
も
多
い
か
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
東
京

の
中
心
で
学
ぶ
楽
し
さ
や
利
便
性
、
人
間

関
係
な
ど
、
得
ら
れ
る
も
の
も
多
い
こ
と

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
四
月
七
日
に
新
入
生
と
の
交
流

を
深
め
る
た
め
に
、
そ
し
て
新
入
生
に
よ

り
二
松
學
舍
大
学
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
新
入
生
歓
迎
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
皆
様
に
と
っ
て
の
新
入

生
歓
迎
式
典
が
良
い
機
会
、
門
出
と
な
る

よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め
「
ゆ
き
あ
い
」

と
い
う
言
葉
で
役
員
一
同
進
め
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
通
り
、
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
新
入
生
の
新
生
活
の

一
歩
を
、
在
校
生
が
明
る
く
華
や
か
に
彩

る
こ
と
が
出
来
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
今

年
度
は
例
年
と
違
い
、
健
康
診
断
の
日
付

と
被
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
例
年
と
仕
様

が
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
関
係
者
の
皆
様

方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
開
催
、
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
何
よ
り
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
新
入
生
歓
迎
式
典

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
父
母
会
の
皆

様
、
学
生
支
援
課
の
職
員
の
方
々
、
新
入

生
を
温
か
く
迎
え
、
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

っ
た
各
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
お
よ

び
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆

様
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。改

め
ま
し
て
新
入
生
の
皆
様
、
二
松
學

舍
大
学
へ
よ
う
こ
そ
。
新
入
生
歓
迎
式
典

を
は
じ
め
、
今
後
生
活
す
る
う
え
で
得
ら

れ
る
団
体
、
友
人
と
の
つ
な
が
り
を
生
か

し
、
大
学
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
る
こ
と
を
学
生
会
執
行
委
員
会
役
員
一

同
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
四
年
間
、
良
い
こ
と
悪
い
こ

と
と
様
々
な
こ
と
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
同
じ
二
松
學
舍
生
と
し
て
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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POP & GUTS 2018
こ
ん
に
ち
は
、
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ

２
０
１
８
責
任
者
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、
文
学
部
国
文
学
科

二
年
の
小
礒
彩
歌
で
す
。
今
年
も
文

化
系
団
体
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
、
学
内
生
向
け
の
文
化
祭

と
し
て
六
月
十
七
日
（
日
）
に
学
生

会
執
行
委
員
会
が
主
催
と
な
り
、
九

段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
２
０
１
８
を
九
段
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
響
」
と
い
う
テ
ー
マ
、「
九
段
祭
Ｐ

Ｏ
Ｐ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
と
ひ
と

つ
の
音
を
奏
で
ら
れ
る
よ
う
に
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
九
段
祭

Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
携
わ
る
方
々
が
楽
し
め
る

よ
う
な
、
そ
し
て
一
致
団
結
で
き
る

よ
う
な
行
事
に
し
た
い
、
と
役
員
一

同
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
、
多
く
の
団
体

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
開
催
日
当
日

に
最
高
の
発
表
が
行
え
る
よ
う
に
準

備
を
し
て
い
る
姿
が
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
我
々
学
生
会
執
行
委
員

会
も
団
体
が
満
足
の
で
き
る
発
表
が

行
え
る
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

開
催
日
当
日
、
教
室
で
の
発
表
や

中
洲
記
念
講
堂
で
の
ラ
イ
ブ
は
団
体
、

来
場
者
と
い
う
垣
根
を
越
え
て
双
方

が
楽
し
む
姿
を
多
数
見
受
け
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
志
向
を

凝
ら
し
た
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
生
会
執
行
委
員
会
で
も
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
ビ
ン
ゴ
大

会
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
加
え
た
り
、
小

さ
い
子
ど
も
か
ら
大
学
生
ま
で
楽
し

む
こ
と
の
縁
日
、
来
場
の
思
い
出
づ

く
り
と
な
る
よ
う
な
プ
ラ
バ
ン
を
用

い
た
手
作
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
成

で
き
る
企
画
な
ど
を
準
備
い
た
し
ま

し
た
。
来
場
者
の
皆
様
の
心
の
片
隅

に
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

梅
雨
時
の
開
催
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
雨
も
降
る
こ
と
な
く
天

候
に
恵
ま
れ
、
今
年
は
過
去
最
高
だ

っ
た
昨
年
を
超
え
二
六
四
名
の
皆
様

に
お
越
し
い
た
だ
け
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
参
加
団
体
の
皆
様
の
素

晴
ら
し
い
発
表
、
ま
た
、
足
を
運
ん

で
い
た
だ
い
た
来
場
者
の
皆
様
の
お

か
げ
で
す
。
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
と
ひ
と
つ
の
音
を
奏

で
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
団
体
の
皆
様
、
来
場
し
て
い
た
だ

い
た
皆

様
、
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。
こ
の

場
を
お
借

り
し
て
深

く
御
礼
申

し
上
げ
ま

す
。
今
後

と
も
学
生

会
執
行
委

員
会
を
何

卒
、
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

◉

「
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
２
０
１
８
」

柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
２
０
１
８
責
任
者
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
文
学

部
国
文
学
科
二
年
の
新
倉
大
輝
で
す
。

本
年
度
も
、
例
年
同
様
、
本
学
柏
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
『
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
』
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
例
年

の
二
競
技
開
催
で
は
な
く
、
柏
祭
Ｇ
Ｕ

Ｔ
Ｓ
開
催
日
が
梅
雨
時
で
あ
る
た
め
、

雨
天
時
を
考
慮
し
、
三
号
館
大
学
体
育

館
を
使
用
し
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
み
の

一
競
技
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。
体
育

館
の
み
で
の
競
技
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
雨
天
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
私
自
身
、
ど
れ
ほ
ど
学

内
の
方
々
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
だ

け
る
か
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

不
安
は
的
中
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
期
限
終

了
間
近
に
な
っ
て
も
「
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
い
。」
と
い
う
連
絡
は
な
か
な
か
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
悪
の
場
合
、
柏
祭

Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
を
開
催
中
止
に
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
ん

と
か
エ
ン
ト
リ
ー
期
限
終
了
当
日
に
エ

ン
ト
リ
ー
が
集
ま
り
、
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ

を
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。本

年
度
の
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
の
テ
ー
マ

は
、『
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
О
Ｒ
Ｙ
』。
目
指
せ
勝

利
！
目
指
せ
優
勝
！
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
開
催
日
に
照
準
を
合
わ

せ
、
役
員
一
同
、
準
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
開
催
日
当
日
に
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
の
楽
し
そ
う
な
顔
、
笑
顔
を
見

る
と
、
私
自
身
非
常
に
感
慨
深
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
道
の

り
は
、
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
正
直
、
責
務
を
投
げ
出

し
て
し
ま
い
た
く
な
る
時
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
私
の
こ
と
を

仲
間
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
転
び
そ

う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、
手
を
差
し
伸

べ
、
立
ち
上
が
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
仲
間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
、
私

は
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
当

然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
の

力
で
は
決
し
て
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
を
開
催

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
自
身
、
今
回
の
柏
祭
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ

を
通
じ
て
、
仲
間
と
の
『
縁
』、
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
の

『
縁
』
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し

て
、
私
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
、

学
生
会
執
行
委
員
会
を
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学生会執行委員会の皆さん

GUTS2018　優勝チーム　えづこーぜ
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岩
崎
ゼ
ミ
で
は
宇
宙
に
関
し

て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
え
！
こ

の
学
校
で
宇
宙
の
こ
と
を
勉
強

す
る
の
？　

例
え
ば
、
経
済
学

部
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
経
済
学

の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
の
も
良
い

と
思
い
ま
す
が
私
た
ち
は
、
経

済
学
と
は
違
っ
た
宇
宙
物
理
を

通
じ
て
論
理
的
思
考
力
を
身
に

つ
け
ま
す
。
さ
ら
に
物
事
を
一

方
向
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く

様
々
な
角
度
か
ら
見
て
考
え
る

と
い
う
力
を
つ
け
て
社
会
に
出

た
と
き
に
活
躍
出
来
る
人
間
に

な
れ
る
よ
う
に
と
い
う
目
的
で

宇
宙
物
理
を
学
ん
で
い
ま
す
。
内
容
は
宇

宙
に
関
す
る
本
を
章
ご
と
に
分
け
て
読
み

進
め
て
い
き
ま
す
。
他
に
自
ら
調
べ
た
宇

宙
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
発
表
。
先
生
は
、

そ
の
テ
ー
マ
つ
い
て
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

説
明
を
つ
け
て
下
さ
る
の
で
更
に
知
識
を

深
め
る
事
が
出
来
ま
す
。
三
年
で
は
清
里

で
夏
合
宿
。
そ
こ
で
夜
空
や
電
波
天
文
台

の
見
学
。
四
年
の
後
半
に
な
る
と
一
つ
の

テ
ー
マ
に
絞
っ
て
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
て

発
表
し
ま
す
。
年
末
に
は
、
そ
の
発
表
し

て
き
た
内
容
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と

め
て
プ
レ
ゼ
ン

し
ま
す
。
こ
の

ゼ
ミ
で
は
、
星

の
一
生
や
惑
星
の
事
、
電
波
望
遠
鏡
な
ど

分
か
り
や
す
い
内
容
の
テ
ー
マ
の
時
も
あ

れ
ば
、
高
速
電
波
バ
ー
ス
ト
、
光
の
ド
ッ

プ
ラ
ー
効
果
な
ど
の
難
し
い
内
容
に
も
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
高
速

電
波
バ
ー
ス
ト
は
、
発
見
さ
れ
て
ま
だ
十

年
く
ら
い
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
未
だ
起
源

が
、
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
な
い
現
象

で
す
。
岩
崎
先
生
の
ゼ
ミ
の
面
白
い
と
こ

ろ
は
、
宇
宙
の
基
本
的
な
事
か
ら
最
新
の

宇
宙
の
事
情
ま
で
幅
広
く
宇
宙
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
宇
宙
の
真

理
に
一
歩
近
づ

い
て
み
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

�

国
際
政
治
経
済
学
科
四
年　

藤
井　

航
太

私
た
ち
の
所
属
す
る
白
井
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
井
原
西
鶴
の

作
品
を
中
心
に
近
世
文
学
を
学

ん
で
い
ま
す
。

授
業
は
、
基
本
的
に
発
表
形

式
で
行
わ
れ
、
毎
回
発
表
者
の

組
み
合
わ
せ
が
異
な
る
の
が
特

徴
で
す
。
発
表
は
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
、
翻
刻
か
ら
行
い
、
本

文
の
内
容
や
特
筆
す
べ
き
点
に

つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
中
で
、
本
文
の
解
釈
や
文

章
そ
の
も
の
が
本
当
に
正
し
い

の
か
ま
で
考
え
直
す
の
で
作
品

理
解
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
す
。

合
宿
は
年
二

回
で
夏
と
春
に

行
い
ま
す
。
夏

に
三
・
四
年
合
同
で
行
わ
れ
、
春
は
三
年

の
卒
論
へ
向
け
て
の
勉
強
合
宿
で
す
。
ま

た
、
夏
は
合
宿
の
後
に
合
宿
中
に
得
た
知

識
を
深
め
る
た
め
の
学
習
発
表
会
を
大
学

で
行
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
は
、「
遊
山
」
と
呼
ば
れ

る
「
文
学
散
歩
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事

前
に
決
め
た
コ
ー
ス
（
博
物
館
や
お
寺
や

大
名
庭
園
な
ど
）
を
約
半
日
か
け
て
回

る
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
伝

統
の
あ
る
お
店
で
お
い
し
い
も
の
を
買
っ

て
食
べ
る
の
も
、
こ
の
散
歩
の
醍
醐
味
で

す
。
他
に
も
、

歌
舞
伎
鑑
賞
教

室
を
通
し
て
伝

統
芸
能
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る

文
学
作
品
や
当
時
の
文
化
等
の
知
識
を
得

て
い
ま
す
。

人
数
は
少
な
め
で
す
が
そ
の
分
個
性
を

発
揮
で
き
る
場
が
多
く
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
行
う
に
は
最
適
な
環
境
で
日
々
学

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
少

人
数
で
あ
る
か
ら
こ
そ
先
輩
と
の
つ
な
が

り
も
強
く
、
卒
業
生
の
方
々
か
ら
差
し
入

れ
や
手
厚
い
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
お
返
し
と
し
て
私
た
ち
も
自

分
た
ち
で
作
成
し
た
手
製
本
の
論
集
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
手
製
本
す
る
機
会
は

な
か
な
か
な
く
、
最
初
は
失
敗
も
し
ま
す

が
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。�

十
六
代
目
社
中
一
同

白井ゼミナール 岩崎ゼミナール

ゼ
ミ探
訪

「松尾クン、一句ひねって」
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平成29年度決算の概要
　二松學舍創立135周年（平成24年10月）を機に策定した長期ビジョン「N’2020 Plan」及びその実行計画「アクションプラン」の各課題について、施設設備整
備をはじめ大学・両附属高校・中学校の具体的な改革を推進している。さらに、二松學舍創立140周年を機に新長期ビジョン「N’2030 Plan」を策定し2030年に
向けた本法人全体の指針として公表した。当年度、入学者の募集定員充足率は、大学/学部121%、附属高校93%、柏高校104%、柏中学校54%であり、在籍者の
収容定員充足率は、大学/学部119%、附属高校96%、柏高校112%、柏中学校45%であり、大学院、附属高校、柏中学校で入学定員、収容定員とも未充足となった。
大学では、新たに大学九段5号館として校地及び校舎を取得したほか、図書館情報管理システムのクラウド化、大学九段3号館教室のICT機器の更新、大学柏校舎
では貯水槽及び柏1号館・4号館高架水槽の耐震化、柏1号館空調設備及び5階大教室AV設備の更新、学生食堂・売店の改修整備及び外階段新設工事等を実施した。
附属高校では九段校舎外壁の補修工事、生徒増加に伴う教室の改修及び教育研究用機器備品の整備を実施し、附属柏中学・高校では貯水槽・西校舎高架水槽の耐
震化、無線LANの整備、教員用パソコンの更新等を行った。大学においては、平成23年3月11日に発生した東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故に伴う
被災学生に対し、授業料等の減免措置を引き続き実施した。

　平成25年4月に学校法人会計基準が改正となり、財務計算書類の大幅な書式変更が行われ、文部科学大臣所轄の学校法人（本法人）は平成27年度決算から新
基準が適用となった。
　従来、学校法人における決算書は、事業年度の消費収入と消費支出の均衡状態や財政の健全度合いを示す「消費収支計算書」、学校法人の諸活動に関わるすべ
ての資金の流れを示す「資金収支計算書」および年度末における資産・負債・正味資産の状態を示す「貸借対照表」の3つであった。
　改正後、「資金収支計算書」は、多少の科目名の変更があるがほぼそのままである。新たな附属表として「活動区分資金収支計算書」が加わり、「教育活動」、「施
設整備活動」、「その他の活動」に3区分し、資金収支情報の充実が図られた。
　消費収支計算書は、「事業活動収支計算書」として名称が変わり、大きく書式変更となった。新基準では、「教育活動収支」（本業）と「教育活動外収支」（財務）
の経常収支と臨時的な「特別収支」に区分され、基本金組入前当年度収支差額（従来の帰属収支差額）を表示する様式となった。

平成29年度の決算概況
１．事業活動収支計算書について（別表１）
　事業活動収入合計が58億92百万円、事業活動支出合計は55億7千4百万円、基本金組入前当年度収支差額は3億1千8万円の収入超過（前期比8千万円減少）と
なった。基本金組入額は4億9千5百万円（借入金返済額2億4千9百万円、施設設備整2億3千7百万円、奨学基金8百万円）であり、当年度収支差額は1億7千6百万
円の支出超過となった。
　教育活動収入は、入学者数が大学院21名・学部728名・附属高校233名・柏高校291名・柏中学校55名、合計1,328名で前期比26名減少、在籍者数は大学院52
名・学部2,866名・附属高校721名・柏高校944名・柏中学校137名、合計4,720名で前期比54名減少し、学生生徒等納付金は40億5千万円（前期比約6百万円増加）
となった。経常費補助金は9億3千2百万円（うち国庫補助金2億5千9百万円、東京都補助金2億5千9百万円、千葉県補助金3億4千2百万円）、付随事業収入が9百万円、
雑収入は2億3千8百万円（うち退職金団体交付金1億6千9百万円）で合計55億6百万円となり、教育活動支出は、人件費が30億1千7百万円（大学新学科・附属高・
柏中学教員増加、退職給与引当金増加等により前期比1億円増加）、教育研究経費は19億5千4百万円（創立140周年事業、附属高甲子園出場等により、前期比1億
円増加）、管理経費は5億5千8百万円（140周年事業により前期比6千1百万円増加）、教育収活動支差額は3千万円の支出超過、資産運用収入及び借入金等利息等
の教育活動外収支差額は1億8千6百万円、経常収支差額は1億5千5百万円、資産売却及び資産処分差額等の特別収支差額は有価証券売却差額の減少により1億6千
3百万円となった。

２．資金収支計算書について（別表２）
　収入の部では、有価証券の償還等による資産売却収入は18億7千8百万円、（前期比1億5千4百万円増加）、設備投資に伴う借入金収入が10億円、学納金等の前
受金収入は9億6千6百万円、その他の収入は退職給与引当特定資産等からの繰入収入、前期末未収入金収入等により5億1千7百万円、前期繰越支払資金26億9千6
百万円を含め収入の部合計額は115億6千1百万円となった。支出の部では、人件費支出が30億3千8百万円（教員増加、退職金増加により前期比1億円増加）、教育
研究経費支出は13億7百万円（前期比1億円増加）、管理経費支出は5億2千7百万円（前期比6千4百万円増加）、借入金返済及び利息支出は2億7千1百万円となった。
設備投資関連の支出は施設の整備拡充により11億7千5百万円、図書・備品の購入等で1億5千9百万円、資産運用支出は退職給与引当特定資産繰入、有価証券等購
入により25億5千4百万円となった。このほか前期末未払金・前払金支出等2億3百万円があり、翌年度繰越支払資金は約27億円（前期比約4百万円増加）となった。
　活動区分による資金収支の状況（別表３）は、教育活動による資金収支差額は6億6千3百万円（収入超過）、施設整備等活動（設備投資とその財源）による資
金収支差額が13億1千9百万円（支出超過）、その他の活動（財務活動等）による資金収支差額が6億6千万円（収入超過）、これにより支払資金の増減額は前期比
約4百万円（増加）となった。

３．貸借対照表について（別表４）
　資産の部は、有形固定資産が大学新校舎（九段5号館）取得、附属高校舎整備、柏キャンパス（大学・柏中高）受水槽の耐震化工事、図書・備品の取得等によ
り13億3千4百万円増加、除却及び減価償却6億9千8百万円等により186億7千9百万円（前期比6億5千4百万円増加）となった。特定資産は15億5千8百万円（1
千3百万円減少）、その他の固定資産は、有価証券購入、定期預金、収益事業元入金等により31億6千5百万円（前期比9億2百万円増加）、流動資産は59億3千万円（前
期比3億4千4百万円減少）となった。
　負債の部は、施設拡充に伴う新規借入、長期借入金及び長期未払金の翌年度返済（支払）額の流動負債への振替、退職給与引当金の増加により固定負債は30
億1千5百万円となった。また、短期借入金及び短期未払金等により流動負債は18億9千2百万円となり、負債の部合計額は49億7百万円（前期比8億8千1百万円
増加）となった。
　基本金の部は、第1号基本金（土地・建物・図書・備品等固定資産の取得）、第3号基本金（奨学基金）の組入額4億9千5百万円により273億8千7百万円となった。
これらの結果、平成29年度末における貸借対照表は、資産の部合計額293億3千1百万円、負債の部合計49億7百万円、基本金273億8千7百万円及び繰越収支差
額29億6千3百万円（支出超過）により、純資産の部合計額244億2千4百万円（前期比3億1千8百万円増加）となった。

４．主な財務比率について（別表５）
　事業活動収支関係比率では、創立140周年にあたり教育研究振興資金の寄付金募集、また附属高野球部の甲子園出場による寄寄付金収入が増加し寄付金比率（事
業活動収入に占める寄付金の割合）及び経常費寄付金比率（経常収入に占める教育活動収支の寄付金）が上昇した。事業活動収入の増加により人件費比率（経常
収入に占める人件費の割合）及び教育研究経費比率（経常収入に占める教育研究経費の割合）は低下したが、管理経費比率（経常収入に占める管理経費の割合）
は各種140周年事業の実施により上昇した。経常収支差額比率は受取利息配当金収入の増加により前期比1ポイントﾌプラス、事業活動収支差額比率は有価証券売
却差額の減少により前期比1.6ポイントマイナスとなった。
　貸借対照表関連比率では、施設拡充に伴う借入により固定負債構成比率（総資金に占める固定負債の割合）及び総負債比率（総資産に占める総負債の割合）並
びに負債比率（自己資金に占める総負債の割合）が上昇した。設備投資及び資産運用による有価証券（長期）の増加により固定資産構成比率（総資産に占める固
定資産の割合）、固定比率（純資産に占める固定資産の割合）が上昇し、流動資産構成比率（総資産に占める流動資産の割合）、流動比率（流動負債に占める流動
資産の割合）は低下となった。また、純資産構成比率、基本金比率、退職給与引当金特定資産保有率等は良好な水準にある。一方、設備投資に伴う基本金組入等
により繰越収支差額構成比率（総資金に占める繰越収支差額の割合）は中長期的に低下傾向にある。
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別表１
事業活動収支計算書� （単位：百万円）

平成29年度 平成28年度

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入

科　　　　目 金　　額 金　　額
　学生生徒等納付金　 4,050 4,044
　手数料　 144 115
　寄付金　 132 45
　経常費等補助金　 932 882
　付随事業収入　 9 6
　雑収入　 238 150
　教育活動収入計　 5,506 5,242

事
業
活
動
支
出

科　　　　目 金　　額 金　　額
　人件費　 3,017 2,917
　教育研究経費　 1,954 1,853
　管理経費　 558 497
　徴収不能額等　 7 8
　教育活動支出計　 5,536 5,274

教育活動収支差額 △ 30 △ 33

教
育
活
動
外
収
支

収　
　

入

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
　受取利息・配当金　 204 149
　その他の教育活動外収入　 5 - 
　教育活動外収入計　 209 149

支　
　

出

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
　借入金等利息 21 23
　その他の教育活動外支出　 3 - 
　教育活動外支出計 23 23
教育活動外収支差額 186 126
経常収支差額 155 93

特
別
収
支

収　
　

入

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
　資産売却差額　 138 288
　その他の特別収入　 39 29
　特別収入計　 177 316

支　
　

出

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
　資産処分差額　 14 11
　その他の特別支出　 - - 
　特別支出計　 14 11

 特別収支差額 163 305
基本金組入前当年度収支差額 318 399
基本金組入額合計 △ 495 △ 470
当年度収支差額 △ 176 △ 72
前年度繰越収支差額 △ 2,787 △ 2,715
翌年度繰越収支差額 △ 2,963 △ 2,787

（参考）
事業活動収入計 5,892 5,707
事業活動支出計 5,574 5,308

					   
別表４
貸借対照表� （単位：百万円）

科　　　　　　目 平成29年度 平成28年度
資産の部
　固定資産 23,401 21,858
　　有形固定資産 18,679 18,025
　　特定資産 1,558 1,571
　　その他の固定資産 3,165 2,262
　流動資産 5,930 6,274
　　　　資産の部合計 29,331 28,132
負債の部
　固定負債 3,015 2,340
　流動負債 1,892 1,687
　　　　負債の部合計 4,907 4,026
純資産の部
　基本金 27,387 26,892
　繰越収支差額 △ 2,963 △ 2,787
　　　　純資産の部合計 24,424 24,105
　　　　負債及び純資産の部合計 29,331 28,132

別表２
資金収支計算書� （単位：百万円）

科　　　　　目 平成29年度 平成28年度
収入の部
学生生徒等納付金収入 4,050 4,044
手数料収入 144 115
寄付金収入 133 54
補助金収入 963 898
資産売却収入 1,878 1,724
付随事業収入 14 6
受取利息・配当金収入 204 149
雑収入 238 150
借入金等収入 1,002 2
前受金収入 966 1,051
その他の収入 517 293
資金収入調整勘定 △ 1,244 △ 1,173
当年度資金収入合計 8,865 7,312
前年度繰越支払資金 2,696 2,712
収入の部合計 11,561 10,024

支出の部
人件費支出 3,038 2,889
教育研究経費支出 1,307 1,206
管理経費支出 527 464
借入金等利息支出 21 23
借入金等返済支出 250 250
施設関係支出 1,175 113
設備関係支出 159 163
資産運用支出 2,554 2,188
その他の支出 203 220
資金支出調整勘定 △ 373 △ 189
当年度資金支出合計 8,861 7,328
翌年度繰越支払資金 2,700 2,696
支出の部合計 11,561 10,024

別表３
活動区分資金収支計算書� （単位：百万円）

科　　　　　目 平成29年度 平成28年度
教育活動による資金収支差額 663 725
施設整備等活動による収支差額 △ 1,319 △ 248
その他の活動による収支差額 660 △ 493
支払資金の増減額 4 △ 16
前年度繰越支払資金 2,696 2,712
翌年度繰越支払資金 2,700 2,696

別表５
主な財務比率� （％）

比　　　率 平成29年度 平成28年度
人件費比率 52.8 54.1 
人件費依存率 74.5 72.1 
教育研究経費比率 34.2 34.4 
管理経費比率 9.8 9.2 
事業活動収支差額比率 5.4 7.0 
学生生徒等納付金比率 70.9 75.0 
補助金比率 16.3 15.7 
基本金組入率 8.4 8.2 
固定資産構成比率 79.8 77.7 
有形固定資産構成比率 63.7 64.1 
特定資産構成比率 5.4 5.6 
流動資産構成比率 20.2 22.3 
固定負債構成比率 10.3 8.3 
流動負債構成比率 6.5 6.0 
総負債比率 16.7 14.3 
退職給与引当特定資産保有率 100.0 100.0 
内部留保資産比率 18.5 20.8 
運用資産余裕比率（年） 1.3 1.5 
純資産構成比率 83.3 85.7 

注）金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計額等が一致しない場合がある。
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平成30年度予算の概要
　二松學舍創立140周年（平成29年10月）を機に策定した新長期ビジョンN’2030 Planにより、「いままでの140年、これからの140年」
をテーマに、建学の精神に基づき「豊かな人間力を有し、自ら考え行動する人材、人々の長い歴史と英知を擁する古典から未来を学び、
的確な国語力を備えた真の国際人の養成」を基本とし、複雑化する社会のニーズに応える教育体制の構築をめざす。
　大学は平成29年4月の文学部都市文化デザイン学科の設置に続き、平成30年4月に国際政治経済学部に国際経営学科を設置し、大学
部門は2学部5学科となる。「国際経営学科」では、情報・外国語の優れた運用能力を基礎力として、課題を見極め解決する力、国際社
会を生き抜く実践的な「創造的思考力」と社会の変化に対応して自らのキャリアを主体的に切り開く力を身に付けた人材を養成する。
附属高校は、「心を育て　学力を伸ばす」というコンセプトの下、人格教育と社会で十分役立てるような学力養成を目指して教育活動
を行う。当年度は附属高校創立70周年を迎え、記念式典、講演会ほか各種周年事業を実施する。柏中学校では、グローバルコース設置し、
ネイティブの英語授業、国語、韓国語の選択講座を設定し、さらに内外の多様な語学研修への参加機会を提供する。柏高校では従来の
進学コースと特選コースに加えて、スーパー特選コースとして難関大学を目指すクラスの設置により生徒の学習目標・意欲の向上と自
己統率力の育成を行う。
　キャンパス整備については、九段1号館地下2階トイレ改修、学生・教職員の身分証明書ICカード化及び各種システムの改修、九段・
柏両キャンパス図書館入館ゲートの入替え、九段1号館各教室AV設備・ICT機器の入替え、九段図書館学習支援用PCの入替え、九段教
員研究室パソコンリプレース、柏2号館トイレ改修工事、柏2号館チラー冷温水ポンプ他ポンプユニット交換、柏5号館空調設備更新工
事などを実施する。附属高校では、パソコン教室コンピュータシステムの更新、調理室の改修整備、特別教室（アクティブ・ラーニン
グ）の設置、理科実験機器類の購入、教員用印刷機の新規導入、柏高校では、北校舎空調設備更新工事、高校理科室の実験器具の整備、
中学校のICT環境整備、校務用サーバの更新、特別教室プロジェクターの設置、屋内消火栓ポンプユニットの交換などを計画している。
キャンパス整備の進捗に伴い、私学事業団への借入金返済のほか校舎・グラウンドの維持管理や情報システム機器の運用・保守に係る
経費など、長期に亘り多額の支出が続くことが予想される。
　教育活動収支については、収入面では在籍者数増加により学納金収入が増加する見込みである。一方、支出面では大学国際政治経済
学部の国際経営学科開設に伴い人件費（ほか退職給与引当金を含む）及び新規特別事業など各種事業の実施により経費（減価償却額を
含む）が増加する見込みである。平成30年度特別事業費申請案件については厳しく査定し、経常的な経費についても見直し・削減を
強力に実施する。既存事業のスクラップ・アンド・ビルドを推進するとともに、アクションプランに織り込まれていない投資は極力抑
え、不採算事業項目については縮小・廃止を検討し、収支改善を図ることを平成30年度の予算編成方針とした。

平成30年度の収支状況
１．事業活動収支予算書について（別表１）
（１）　教育活動収支について

【収入】
①　収入の柱である学生生徒等納付金は、44億4千8百万円となる見込みである。
②　手数料は、入学検定料を主として1億2千4百万円を見込んでいる。
③　大学及び両附属高等学校並びに柏中学校の経常費補助金は9億3千2百万円を見込んでいる。
④　雑収入は、退職金団体からの交付金1億1千7百万円と併せて1億7千6百万円を見込んでいる。
【支出】
①　人件費は、大学および附属高校の兼務教員増加、職員の増加等により30億2千万円となる見込みである。
②　�教育研究経費は、施設設備の維持管理、ICT環境の充実、情報センター業務および図書館業務のアウトソーシングほか特別
事業費および減価償却額などにより、20億8千4百万円を計上している。

③　�管理経費は、教育研究経費と同様に施設設備の維持管理費と事務システム関連経費および減価償却額などにより、5億6千3
百万円を計上している。

これにより、教育活動による収支差額は6千2百万円（収入超過）となる見込みである。
（２）　教育活動外収支、経常収支について
　資金運用による受取利息配当金収入が1億4千6百万円、借入金利息の支払額が1千9百万円となり、経常収支における差額は1億9
千9百万円（収入超過）となる見込み。 

（３）　特別収支について
　有価証券の売却差額として7千9百万円を見込んでいる。その他の特別収入は、主に施設設備に対する助成金を3千8百万円見込ん
でおり、特別収支の差額は1億1千7百万円となる見込み。

　これらにより、基本金組入前当年度収支差額は3億1千6百万を見込んでいる。当年度の基本金組入額は、施設・設備の整備及び教具・
器具・備品の取得及び借入金返済などにより5億5千9百万円を計上している。この結果、当年度収支差額は2億4千3百万円の支出超過
となる見込みである。

２．資金収支予算書について（別表２）
　収入の部は、学生生徒等納付金収入、資産運用収入、退職金団体交付金を含む雑収入などにより、当年度収入額は77億4千9百万円
となり、前年度繰越支払資金28億4千8百万円と合わせて収入額合計は105億9千7百万円となる見込みである。
　支出の部は、人件費支出、教育研究経費・管理経費支出、借入金等返済支出、施設・設備関係支出等により、当年度支出額は77億7
千1百万円となり、翌年度繰越支払資金は28億2千6百万円となる見込みである。
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別表１　事業活動収支計算書� （単位：百万円）

平成30年度 平成29年度

教
育
活
動
収
支

収　
　

入

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
学生生徒等納付金 4,448 4,050
手数料 124 144
寄付金 48 132
経常費等補助金 932 932
付随事業収入 9 9
雑収入 176 238
教育活動収入計 5,737 5,506

支　
　

出

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
人件費 3,020 3,017
教育研究経費 2,084 1,954
管理経費 563 558
徴収不能額等 8 7
教育活動支出計 5,676 5,536
教育活動収支差額 62 △ 30

教
育
活
動
外
収
支

収　
　

入

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
受取利息・配当金 146 204
その他の教育活動外収入 10 5
教育活動外収入計 156 209

支　
　

出

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
借入金等利息 19 21
その他の教育活動外支出 - 3
教育活動外支出計 19 23
教育活動外収支差額 137 186
経常収支差額 199 155

特
別
収
支

収　
　

入

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
資産売却差額 79 138
その他の特別収入 38 39
特別収入計 117 177

支　
　

出

事
業
活
動

科　　　　目 金　　額 金　　額
資産処分差額 - 14
その他の特別支出 - - 
特別支出計 - 14

特別収支差額 117 163
基本金組入前当年度収支差額 316 318
基本金組入額合計 △ 559 △ 495
当年度収支差額 △ 243 △ 176
前年度繰越収支差額 △ 3,031 △ 2,787
翌年度繰越収支差額 △ 3,274 △ 2,963

（参考）
事業活動収入計 6,010 5,892
事業活動支出計 5,694 5,574

別表２　資金収支計算書� （単位：百万円）

科　　　　　目 平成30年度 平成29年度

収入の部

学生生徒等納付金収入 4,448 4,050

手数料収入 124 144

寄付金収入 48 133

補助金収入 970 963

資産売却収入 1,724 1,878

付随事業収入 19 14

受取利息・配当金収入 146 204

雑収入 176 238

借入金等収入 2 1,002

前受金収入 1,036 966

その他の収入 345 517

資金収入調整勘定 △ 1,289 △ 1,224

当年度資金収入合計 7,749 8,885

前年度繰越支払資金 2,848 2,696

収入の部合計 10,597 11,581

支出の部

人件費支出 3,014 3,038

教育研究経費支出 1,451 1,307

管理経費支出 528 527

借入金等利息支出 19 21

借入金等返済支出 306 250

施設関係支出 161 1,175

設備関係支出 276 159

資産運用支出 1,883 2,554

その他の支出 361 203

資金支出調整勘定 △ 227 △ 373

当年度資金支出合計 7,771 8,861

翌年度繰越支払資金 2,826 2,700

支出の部合計 10,597 11,581

関
東
甲
信
地
方
は
観
測
史
上
最
も
早

い
梅
雨
明
け
で
し
た
。
そ
の
後
の
西
日

本
豪
雨
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
父
母
会
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

定
期
総
会
に
は
、
数
多
く
の
父
母
の

皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
前
に
は
今
年
度
四
月
に
国
際
政

治
経
済
学
部
に
誕
生
し
た
新
学
科
「
国

際
経
営
学
科
」
の
准
教
授
小
久
保
欣
哉

先
生
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
な
ぜ
、
い
ま
経
営
学
な
の
か　

─

都
心
で
学
ぶ
経
営
実
務
─
」
と
し
て
、

経
営
学
の
必
要
性
、
本
学
科
の
特
徴
に

つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
、
環
境
の
変
化
が
大
き
く
、
不

確
実
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
時
代
に

は
、
世
界
に
通
用
す
る
国
際
感
覚
を
身

に
付
け
た
、
経
営
人
材
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
、理
解
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
総
会
が
行
わ
れ
父
母
会

は
、
宮
脇
会
長
以
下
新
体
制
も
整
い
新

た
な
る
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
の
更
な
る
発
展
が
多
い
に
期
待

さ
せ
る
中
、
父
母
会
は
大
学
と
共
に
学

生
一
人
一
人
の
た
め
に
活
動
し
て
参
り

ま
す
。

ご
父
母
の
皆
様
、
ど
う
か
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

平
成
三
十
年
度
役
員

注）金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計額等が一致しない場合がある。

氏　名 役　　職 学年（お子様の所属）

宮 脇 正 裕 会　長 ４年

瀧 田　　 浩 副会長（学務局長）

中 澤　　 稔 副会長 ３年

鈴 木 千 晶 委　員 ４年

安 達 香 里 委　員 ４年

白 根 真 弓 委　員（会計監査） ４年

加 藤 典 子 委　員（企画） ３年

田 中 清 美 委　員（企画・会計監査） ３年

田 中 み か 委　員（企画） ３年

氏　名 役　　職 学年（お子様の所属）

小 柴 有 佳 委　員（広報） ２年

新 郷 尚 美 委　員（広報） ２年

由 川 志 織 委　員（広報・会計） ２年

工 藤 恵 美 委　員（広報） ２年

安 井 勝 代 委　員 １年

千　澤　美千代 委　員 １年

細 谷 文 雄 委　員 １年

渡 邊 幹 雄 委　員 １年


